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　「Overview of 40 years foresight experiences 
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　当 初、 戦 略 立 案 の 部 署 は 国 防 省 に 属 し て お
図表 2　ロシアの科学技術フォーサイト 2030
ム、Russian S&T Foresight 2030 の方法と結果、
予測調査結果の社会実装（利用）について説明が
あった。図表 2 に、ロシア科学フォーサイト 2030
の概要を示す。
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